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平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

トップニュース

採用予定月の１日現在、１８歳以上３３歳未満の男子（女子）
ただし、３２歳の者にあっては、採用予定月の１日から起算して
３月に達する日の翌月の末日現在、３３歳に達していない者に限る。
※詳細につきましては、次頁に記載しています各事務所等へお問い合わせ下さい。

（変更前）
採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳未満の男子（女子）

募集に関するお知らせ援護に関するお知らせ

平成３０年１０月１日から、予備自衛官及び即応予備自衛官採用年齢
(陸、海、空士(即応予備自衛官は陸士))が以下のとおり変更されました。

採
用
年
齢

退職時
階 級

士長 １士 ２士

改正前 ３７歳未満

改正後 ５５歳未満

○予備自衛官

採
用
年
齢

退職時
階 級

士長 １士

改正前 ３２歳未満

改正後 ５０歳未満

○即応予備自衛官

平成３０年１０月１日から、自衛官候補生応募資格が以下のとおり変更されました。

佐
賀
地
本
親
善
大
使
任
命
式(

広
報
室
）

佐
賀
地
本
は
、
９
月
21

日
（
土
）
に
、
令
和
元
年
度
第

２
回
一
般
曹
候
補
生
採
用
第
１

次
試
験
、
第
５
回
自
衛
官
候
補

生
採
用
筆
記
試
験
を
県
内
５
ヵ

所
の
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
試
験
に
は
、
県
内
全

域
か
ら
約
１
７
０
名
の
受
験
者

が
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

試
験
に
は
、
８
月
の
佐
賀
豪

雨
で
被
災
し
た
地
域
か
ら
も
多

数
の
志
願
者
が
あ
り
、
「
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
活
動
を
目
の
当

た
り
に
し
、
自
分
も
自
衛
官

に
な
っ
て
人
の
役
に
立
ち
た

い
」

と
の
強
い
入
隊
意
欲
を

持
っ
て
試
験
に
臨
む
受
験
者

の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
期
待
と
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
一
方
、
少
子
化

等
で
募
集
環
境
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
佐
賀
地

本
は
引
き
続
き
有
望
な
人
材

を
多
く
確
保
す
べ
く
、
募
集

業
務
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

佐
賀
地
本
の
親
善
大
使

に
令
和
元
年
9
月
19
日

(

木
）
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
師

の
城
月
り
お
な
（
き
づ
き
り

お
な
）
さ
ん
が
、
ま
た
、
同

年
10
月
18
日
に
声
の
芸
術
家

相
川
陽
介
（
あ
い
か
わ
よ
う

す
け
）
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
城
月
さ
ん

は
「
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会

い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

私
に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば

精
一
杯
頑
張
ら
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
相
川
さ
ん
は
、
「
予

備
自
衛
官
と
し
て
予
備
自
衛

官
及
び
予
備
自
衛
官
補
の
制

度
を
周
知
す
る
事
、
自
衛
隊

の
イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に
す
る

事
が
で
き
て
、
人
生
を
よ
り

豊
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る

一
つ
と
し
て
自
衛
隊
と
誰
も

が
関
わ
れ
る
よ
う
な
お
手
伝

い
が
出
来
れ
ば
な
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
二
人
は
こ
れ
か
ら
佐

賀
地
本
の
様
々
な
行
事
に
ご

参
加
頂
く
予
定
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す

統
一
期
採
用
試
験
を
実
施(

募
集
課
）

募
集
解
禁
に
併
せ
て
各
種
説
明
会
を
実
施
（
募
集
課
）

佐
賀
地
本
は
７
月
の
募
集
解

禁
に
併
せ
て
、
高
等
学
校
・
専

門
学
校
の
学
校
長
に
向
け
た
制

度
説
明
会
、
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
制
度
説
明
会
及
び
航

空
学
生
制
度
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

学
校
長
に
対
し
て
は
、
本
部

長
が
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
や
昨
年
制
定
さ
れ
た

平
成
30
年
度
防
衛
大
綱
の
要
旨

を
説
明
し
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、

電
磁
波
と
い
う
新
し
い
戦
略
領

域
に
対
応
で
き
る
多
様
な
人
材

確
保
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
の

説
明
は
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
の

支
援
を
受
け
、
看
護
学
科
卒
業

生
の
看
護
官
と
の
懇
談
や
任
官

後
に
接
す
る
で
あ
ろ
う
医
療
機

器
の
見
学
を
通
し
て
、
志
願
意

欲
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

航
空
学
生
説
明
会
で
は
、
海

上
自
衛
隊
第
22
航
空
群
の
Ｓ
Ｈ

-

60
操
縦
士
と
航
空
自
衛
隊
第

８
航
空
団
の
Ｆ-

２
操
縦
士
が

直
接
制
度
説
明
を
実
施
し
、
募

集
対
象
者
に
対
し
自
衛
隊
パ
イ

ロ
ッ
ト
魅
力
を
存
分
に
伝
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

防
衛
協
会
女
性
部
会
水
陸
機
動
団
研
修(

総
務
課
）

佐
賀
県
防
衛
協
会
女
性

部
会
が
９
月
26
日
（
木
）

及
び
10
月
10
日
（
木
）
に

水
陸
機
動
団
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、
水

陸
機
動
団
の
任
務
に
基
づ

く
訓
練
概
要
の
教
育
を
受

け
る
と
と
も
に
、
現
場
に

お
け
る
訓
練
状
況
並
び
に

水
陸
両
用
車
の
説
明
を
受
け
、

質
問
さ
れ
る
等
自
衛
隊
の
活

動
に
関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
訓
練
場
面
に
お
い

て
は
、
暑
さ
に
耐
え
装
備
を

着
用
し
て
頑
張
る
隊
員
の
姿

に
心
を
打
た
れ
、
声
援
・
拍

手
を
送
ら
れ
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

佐
賀
県
自
衛
隊
殉
職
者
慰
霊
祭
支
援(

援
護
課
）

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
10

月
30
日
（
水
）
、
佐
賀
県
自
衛

隊
遺
族
会
、
同
県
隊
友
会
、
偕

行
会
が
共
催
す
る
「
令
和
元
年

度
佐
賀
県
自
衛
隊
殉
職
者
慰
霊

祭
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

警
察
予
備
隊
創
設
以
降
、
志
半

ば
に
し
て
、
そ
の
職
を
殉
じ
ら

れ
た
佐
賀
県
出
身
の
34
柱
（
予

備
隊
：
１
名
、
保
安
隊
：
１
名
、

陸
自
：
16
名
、
海
自
：
6
名
、

空
自
10
名
）
の
御
霊
に
対
し
て
、

遺
族
の
ほ
か
、
部
隊
長
等
の
来

賓
が
参
列
さ
れ
、
追
悼
行
事
を

本
部
長
の
執
行
の
下
、
本
部
会

議
室
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

殉
職
者
に
対
す
る
追
悼
の
辞
で

本
部
の
宮
本
1
佐
は
、
「
我
々

は
、
御
霊
の
ご
功
績
を
自
衛
隊

員
の
鑑
と
し
て
、
永
く
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
尊
い
犠
牲
を
無

に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ご
遺

志
を
令
和
の
新
し
い
時
代
に

受
け
継
ぎ
、
我
が
国
の
平
和
と

独
立
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
任

務
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
へ
の
対
処
に
全
力

で
臨
む
こ
と
、
ま
た
、
安
全
の

確
保
に
万
全
を
期
す
。
」
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐

賀
県
護
国
神
社
で
の
慰
霊
祭
を

支
援
し
、
遺
族
会
と
の
会
食
を

実
施
し
て
、
あ
ら
た
め
て
殉
職

者
を
偲
び
ま
し
た
。



【お知らせ】
護衛艦「いせ」一般公開
日 時 １１月３０日（土）１３００～１６００

（最終受付時刻１５３０）
場 所 唐津妙見埠頭４号

(佐賀県唐津市中瀬通１０－３７）
（当日、受付の際に氏名・住所の記入及び
身分を証明するものが必要となります。）

「佐賀県内の１０市１０町と自衛隊との
連携強化」に向けた取り組みです。
空高く舞い上がるように、佐賀地本は
活動して参ります。

鳥
栖

唐
津

佐
賀

採 用 案 内

武
雄

イ ベ ン ト 案 内

詳細につきましては、最寄りの事務所等へお問い合わせ下さい。

事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４２－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０３
佐賀市栄町３－５１

０９５２－２５－６７００

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日

自衛官候補生

１８歳以上３３歳未満の者

（３２歳の者は、採用予定月１日から起
算して３月に達する日の翌月の末日現
在、３３歳に達していない者）

年間を通じて行っ
ております。

受付時にお知らせします。

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦

男子で中卒（見込含）

１７歳未満の成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推薦
できる者

１１月１日～
１１月２９日

２０２０年１月５日・６日
※いずれか１日を指定されます。

一般 男子で中卒（見込含）１７歳未満の者
１１月１日～
２０２０年１月６日

１次：２０２０年１月１８日
２次：２０２０年１月３１日～２月３日

１０（てん）市１０（てん）町
プロジェクト開始

有
田
小
学
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

帰
郷
広
報
に
よ
る
母
校
訪
問

大
人
と
し
ゃ
べ
り
場

「
虹
の
松
原
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
へ
の
参
加

佐賀地方協力本部ホームページ
https://www.mod.go.jp/pco/saga/

唐
津
出
張
所
は
、
令
和
元
年

10
月
20
日
（
日
）
、
広
報
活
動

の
一
環
と
し
て
、
唐
津
の
名
勝

「
虹
の
松
原
」
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
（
松
原
の
再
生
・
保
全
活

動
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
、
植
物
に
は
、
そ

の
根
元
に
栄
養
と
な
る
土
が
必

要
で
す
が
、
松
に
は
必
要
な
い

と
の
こ
と
。
土
に
草
が
生
え
、

必
要
な
水
分
が
松
の
根
に
届
か

ず
、
松
が
枯
れ
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。
で
す
か
ら
、
枯
れ
枝
や

松
葉
を
定
期
的
に
拾
い
集
め
て

処
分
し
、
根
元
を
白
い
砂
地
に

し
て
お
く
の
が
理
想
だ
そ
う
で

す
。

こ
の
活
動
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
唐
津
環
境
防
災
推
進
機
構

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
」
が
主
催
し
、

年
に
数
度
行
わ
れ
ま
す
。
唐

津
出
張
所
も
、
地
元
の
組
織

と
し
て
、
で
き
る
限
り
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
、
総
数

約
４
５
０
名
で
、
過
去
一
番

の
参
加
者
数
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

中
学
生
や
高
校
生
も
参
加

し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
戦
闘

服
（
作
業
服
）
を
着
て
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
募
集
に
繋
げ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部

武
雄
地
域
事
務
所
は
令
和
元
年

8
月
5
日
（
月
）
有
田
町
の
要

請
を
受
け
小
学
生
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
大
村
駐
屯
地
の
研
修
を

実
施
し
、
車
両
展
示
、
体
験
喫

食
等
を
通
じ
て
陸
上
自
衛
隊
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

担
当
広
報
官
は
小
学
生
に
も

伝
わ
る
よ
う
に
丁
寧
な
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
臨
時
勤
務
者

の
森
海
士
長
を
活
用
し
、
よ
り

親
し
み
や
す
い
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

学
生
か
ら
は
「
今
回
の
研
修

を
通
じ
て
陸
上
自
衛
隊
の
装
備

品
の
多
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
に
は
触
れ
る

こ
と
の
な
い
車
両
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
感
動
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
興
味
が
湧
き
ま
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
８

月
１
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た

東
脊
振
中
学
１
年
生
と
地
域

の
大
人
が
対
話
す
る
「
大
人

と
し
ゃ
べ
り
場
」
に
初
参
加

し
ま
し
た
。
対
話
は
、
生
徒

が
椅
子
を
移
動
し
、
相
手
を

変
え
な
が
ら
１
つ
の
テ
ー
マ

を
１
分
間
ず
つ
語
り
合
う
と

い
う
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
大
人
と
会
話
す
る
こ

と
で
、
多
様
な
考
え
や
価
値

観
に
触
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

町
社
会
教
育
課
が
昨
年
度
か
ら

始
め
た
そ
う
で
す
。

対
話
を
通
じ
、
生
徒
達
か
ら

「
意
見
の
違
い
が
あ
っ
て
面
白

か
っ
た
」
「
い
い
経
験
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
聞
け
、
私
自

身
も
参
加
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
。
募
集
・
広
報
と
し
て
も
、

陸
海
空
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
官
が

制
服
で
参
加
し
た
こ
と
で
、
良

い
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
機
会
あ
れ
ば
、

ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
８
月
２
日

（
金
）
、
佐
賀
西
高
等
学
校

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
同

校
を
卒
業
し
平
成
31
年
４
月

防
衛
大
学
校
に
推
薦
入
学
し

た
、
吉
浦
尚
人
学
生
が
夏
季

休
暇
の
帰
郷
に
併
せ
、
母
校

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

母
校
訪
問
に
お
い
て
、
校

長
先
生
、
恩
師
及
び
部
活
動

の
後
輩
達
と
懇
談
し
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
で
し
た
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
防
衛
大
学
校
の

概
要
及
び
学
校
で
の
教
育
・
訓

練
、
寮
生
活
等
の
現
況
を
報
告

し
、
防
衛
大
学
校
の
魅
力
、
特

に
、
将
来
指
揮
官
と
し
て
の
部

隊
を
統
率
・
指
揮
す
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
魅
力
に
つ
い
て

話
す
等
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

進
学
先
と
し
て
の
防
衛
大
学
校

及
び
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。
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